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1．はじめに  

顆，∫）＝姓ピーが （瑚1，2，…）（4）  
∫！  

となる．即匂1）・（4）共にボアソこ／公布である．同騒こ仕掛こ  

与えた点9からた番別こ乱1駐機月たと産義し月た  

棚教を以r〟），斯苛酷く月〟＞，二乗脚直を  

＜月と2＞とおくと  

2ト1e斬 
仙）＝ 作 （0＜互＜∝十（5）  

いも平面上（あるい柚直線上にランダムに分布する点を  

r施乳とみなし任音に出発点を定め幾つかの施設を周回す  

ることを考える．ただし周回する厭こ関してほ様沖な／レー  

ト選択のシナリオが考え舅′tる．   

そこでどの／レー．トがどのくら川場髄輝粗描わ瑚疲  

調べることが本論文の主旨て詔らる．言十画性のある行動にはどの  

程度の効率があるのかを明らかにすることにより，日常生活で  

の闇軌を考える際動静十とすることができる．   

ただし本論文で闇哉功捌こ求まったものを掲拉した   

2．空間ポアソン分布と距離分布   

い£十i封こ広い闘魂こ点がランダムに分布し¶、るとする．  

対象を－一次元値線）とし如：感度ら糊ウノであるとした  

際任意に与えた長さエの線到こγ個の点がある確率を  

アレ，⊥）とおくと   

榊）＝響ピー〟エ（）叫フ2，・‥）・（1）  
となる・ここで軌瀾こ点9を与え eからた番目に  

退′＼駐機左と定義する．このとき差の確率朗誤掛  

をgパ〆た）眉弼噛をく㌫＞，二乗期樹直を＜左2＞とおくと  

－2叫 
g〟（′鼻）＝ （0＜′〟＜∞），（2）  

2 
＜月た＞＝  （6）  

β方  

（2た－1）！！  
＜月々＞＝   

2Å（た－1）偏  

となる【1】．以ヒの考えを用いて周回距離玖鄭網礪顔∬戦備掛  

算出される．  

3．直線上の周回   

いま，直線月こある〃個の施設を周回することにする．その  

際に考えられる／レートとして本論文では以下の3通りを考え  

る．（図1）  

ノレートの説明  

［ノレート1】十方方向に〃箇所を訪れ元の点9に戻る  

［ルート2］9から最も近い場所⇒そこからまだ拍′荘い蜘、  

最も近い場所⇒そこからまだ師、ない最も近′噺‥と  

〃箇所進み元の点eに戻る  

［ルート3】合吾臓糊弛こなるように〃箇戸市野しノで  

移動し元の点9に戻る   

そのとき，それ軌秒レートに関する移動距離の期待値ほ表  

1の解こ表される．まずルート1と3を比較すると，例えば  

炉1k正一（1kmあたり施知能い魁、一功として10箇所訪  

問する場合では5kn以上も銅球暖がつくことになり，予め  

言勝て行動することが如何に重要か勃晦抱こ表す結  

果となる．  

＜だ＞＝  （3）  

た  
＜℃＞＝－  
2／J  

となる【1】・  

次に譲像をコ欠元坪面とし点磯勤棚キ）である  

とし鳩任酎こ与えた面積∫の個蜘こ芳個の点がある確率  

をP（∫，∫）とおくと  

こ二二こ  （  

㌧巨竜旨9  →′レート1 
一－＞ 

ノレート2  

q －－・q －－  
） D 

D卜ty  ′レート3  

図1 直線上での各ノレートによる周回の比較  

（一例として5箇所貢撰銅‾ることとし．それぞれ功レートが異なる場合胡采り上げ松  
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表2 平面助レートで硯撒こ応じた  

間瑚剥の抑補および分散  

表1ノレートごとの訪問蜘こ応じ潮期樹直  

訪問数  ／レート1   ／レート2   ノレート3   

2 

2   4   2．375   2ヱS   

3   6   3．恥l   3．65   

4   S   5．743   5．（y花  

8   16   13．4二犯   11．3ヱ   

10   17．417   14．職）   

訪間数  期聞直レ＃）   分敵毎）   

02732   

2   2．（爛   0．Ⅷ   

3   3．38！裕   1．5Ⅵ汀   

4   4．色男7   2．67タl  

8   12．232   10．α汀   

10   16．（謡   15．4封   （ともに㈲   

また，ノレート2は1・3と比較すると少ない施設を周回すると  

きは効率がよい方法だがい訪間数が多くなるほど効率が悪くな  

ることが読み取らオ1るこ摘ま柳那‾る施設が多くなるにつ  

れ一一方向に向かうことが多くなることによる．  

4．平面上の周回   

な撞き紅過程は省略する前期符匝d〃＞は図2及乙咤6）より  
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◎（た）（2た＋1）！！  
ここで＜∬仲l＞＝  

2h－（た－川ノ方  
平面上のレートとして本論文では以下跡レートを採り上げ  

る．また 図2に移動形桔紅卜例を示づニ   

ノレート  

出発地ゆ瑠から最も過・傾所勘）＝導から二番目に近  

い場所㈹⇒‥・⇒9から〃番乱に近い場所餌）⇒9   

いま．このレートで〃箇所を周回したときの距離を」”と定  

義すると  

（（‥lげ2刷   さ（－1）卜l◎ぐ）  （C－1）！  

（－1）ト亡  

¢（C）＝  

訂（ト1）！（C－り！  

忙だし，C≧2で¢（1）＝32／（9方）である）  

より算出される．  

表2からまず椚如こ関わらず  

＜．4′′＞∝1／＃  

乃一I  

d〃＝月1・月〝＋∑ズ榊  

た＝1  

（7）  

（8）  

であることがいえる．即ち＜d〃＞を半減させたいときは施設は  

4倍に増やす必要がある．   

またこのレートの欠点として不合動形動一例えば図2で  

の凡からろの、、の移動－が生じてしまうことが挙げられる．  

実際の惨紛Ⅵ且ろより〆む鄭適が御報札Vと考え行動す  

るであろう．この非効率性壊例えば訪間数を増やした際の期  

待値及び分散の増加にそのままつながっ¶、る．  

忙だしズ刷＝ろろ．．，月▲＝飢とおいた）  

となる【2】．   

既に 2箇所封盲諏粥‾掛期聞直dフ＞は焼物で詳  

しく述べられているが十本研究では〃箇所を周剛‾る場合の  

期待値および分散を算出したその結果は衰2に示してある．  

●  

5．おわりに   

今回採り上げた／レートの他にも様々なルート」列えば直線  

上のレート2，3の考えを平面上に適用すること－一切ミ考えられ  

る．・コ戊瑚獅捌こ解くことが難しいの‾瑚榔こ述  

べることにう‾る．また現船＼の適用も今後の課題である．   
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